
4821 パリ滞在記：並木道が、パリらしく絵になる 112 

 

今⽇は、状況視察。パリになれるというか、頭を柔軟に。 

何もしなくても、今回のひとり旅は、制約や、約束はしていない⾃由なひとり旅。 

とは⾔いながら、⾃由は不⾃由。根は、仕事が好きな、仕事⼈間。 

観光地でない場所にも、楽しい出会いがある。 

 

 

   
 

 

 

 
 

 



この道路の左右には、会社やお店がある。歩き疲れると、コーヒーブレーク。 

先⼊観を持たないひとり旅。⾯⽩いと思う光景を画像記録。 

この時間帯は、⾜腰の予⾏演習でもある。即ち、時差解消の散策を、久楽流に楽しんだ。 

 

 

   
 

 

 
 

 

⼈もお店の個性も、違うから⾯⽩い。特に興味を引いたのは、地下鉄駅の内装。 

地下鉄駅の内装は、全て同じデザインではない。個性あふれるプラットホーム。探検する対象 

今回のひとり旅。パリで、どのように楽しむか、作戦タイム。 

道草は勿論、裏道も探訪。積極的に、挨拶や笑顔、そうすることで、旅が⾯⽩くなる。 


